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CQに対する推奨文、推奨の強さ、エビデンスの強さに関して討議を行った。 

システミックレビューチームからの報告では、CQの対象である３疾患は難病であることか

ら、質の高いエビデンスはほとんどなく、多くは症例集積または症例報告である。このた

め、以下の基準で推奨の強さを決めることとした・ 

・推奨の強さに関して、専門施設で広く行われており、もし行わなければ重大な害を及ぼ

すことが明白な場合は（強い）推奨とする。 

・他は、（弱い）推奨＝提案する。 

・エビデンスが弱く、推奨できることできる選択枝がない場合は、推奨はしない。推奨欄

は空白とする。 

CQ7については、3疾患ごとの解説文のみを記載する。 
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これをもって CQ担当者は、2月中に校正を行う。 

今後のコンセンサスは、メールによる投票で決定する。 

2015年度の報告書はガイドライン（案）を掲載する。 

以上 
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